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フクダ電子、オムロン ヘルスケア 

事業提携並びにオムロン コーリンの株式取得に関するお知らせ 

 

フクダ電子株式会社（以下、「フクダ電子」）とオムロン ヘルスケア株式会社（以下、「オムロン ヘ

ルスケア」）は、在宅医療分野や海外事業分野における事業提携に向けた事業提携基本合意書並びにオム

ロン ヘルスケアの保有するオムロン コーリン株式会社（以下「オムロン コーリン」）の株式をフクダ電

子に譲渡し、オムロン コーリンの子会社化を行う株式譲渡契約書を本日締結しましたのでお知らせします。 

 

１．市場背景 

近年、医療機器産業を取り巻く環境は、大きく変化しています。国内においては、65歳以上の高齢者が

2025年には3,657万人、ピークとなる2042年には3,878万人になると見込まれており、急速な高齢化が進む

中、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される地域包括ケアシステムの実現が求められ

ています。また、医療事故防止および効率的かつ適切な治療の提供を目的にITを活用した医療システムの

普及が進んでいます。海外においては、先進国だけではなく、発展途上国においても中間所得層が拡大し、

高血圧などによる心疾患や生活習慣病の増加が世界的な社会課題になっており、日本の医療産業が貢献で

きる成長分野と位置付けられています。このように、国内外の市場で医療機器産業は、大きな変革期を迎

えています。 

 

２．今回の事業提携と株式取得について 

フクダ電子、オムロン ヘルスケアの両社は、このような市場環境の変化にいち早く対応し、在宅医療分

野等での新事業創出とグローバルでの事業拡大を加速するために両社の持つ強みを相互に活用していく事

業提携に向けた事業提携基本合意書の締結に至りました。また、この提携の一環としてフクダ電子は、院

内医療機器事業を展開するオムロン コーリンの株式を取得し自社の院内医療機器事業のさらなる強化を

図ります。一方、オムロン ヘルスケアは、強みであるデバイス開発にさらに注力し、両社はそれぞれの分

野での競争力を高めていきます。 

 

 

 



フクダ電子は、1939年の創業以来「社会的使命に徹しME機器の開発を通じて医学の進歩に寄与する」を

経営理念とし、心電計をはじめ呼吸器・循環器系を中心に総合的な医療機器の創造・販売を通して人々の

健康に大きく貢献してきました。また、医療機器の小型化・高性能化が進む現在、多様化する医療ニーズ

に応えるために、フクダ電子グループの強みである「予防・検査から治療～在宅医療」をトータルにカバ

ーする製品の提供に加え、全国190ヶ所以上の販売ネットワークを通じて医療機器の安全管理や保守サービ

スの充実を図り、医療現場の「業務効率の向上」と「質の向上」に寄与しております。高齢化社会に伴っ

て重要性が高まっている在宅医療分野においては、酸素濃縮装置や在宅人工呼吸器の提供やサポートの他、

睡眠時無呼吸症候群の検査装置や治療装置の提供などにより、療養者のＱＯＬ（生活の質）の向上のため

に、安全・安心・快適な環境づくりをお手伝いしております。 

 

一方、オムロン ヘルスケア は、「地球上の一人ひとりの健康ですこやかな生活への貢献」をミッショ

ンに、1973年に日本初の家庭用血圧計を発売して以来、長年のビジネスで培った優れた家庭向け医療機器

の開発ノウハウを有しています。また、海外にも積極的に進出し、現在110ヶ国以上で事業を展開していま

す。院内医療機器分野においては、2005年6月にコーリンメディカルテクノロジー株式会社（現オムロン コ

ーリン）を買収し、オムロン コーリンを通じて手術室や病室における患者の生体情報モニタリングを行う

製品、サービスやそれらの情報を電子カルテに自動転送し、看護業務をサポートするサービスを提供する

ことで安全、安心な医療を実現しています。医療が予防領域へもシフトする中で動脈硬化早期診断、内臓

脂肪計測などの検診機器の提供や、これらの結果と家庭で計測した生体情報を医療現場で活用することで

生活習慣病の予防、改善にも貢献しています。 

 

今回のオムロン コーリンの株式取得によりフクダ電子は、オムロン コーリンの持つ生体情報モニタや

検診機器をはじめとする製品ラインアップを獲得することができ、これまで以上に付加価値の高い病院内

システムの提供が可能になります。また、事業提携によりフクダ電子の持つ在宅酸素療法やＣＰＡＰなど

の在宅医療サービスと、オムロン ヘルスケアの有する優れた血圧測定技術とそれを小型化する技術によっ

て開発するウェアラブル医療機器などを組み合わせることで新たな在宅医療事業の創出が可能になります。

さらに、中国やアジアをはじめオムロン ヘルスケアの持つ海外の販売網をフクダ電子が活用することで、

自社製品の海外展開を拡大することが可能になります。今回の事業提携並びに株式取得の主な目的は、以

下の通りです。 

 

(1)在宅医療分野における新規事業の協同開発 

(2)海外事業における共同事業展開 

(3)生体検査機器・生体情報モニタ事業の強化 

①製品ラインアップの強化（血圧計、血圧脈波検査、生体情報モニタ等） 

②循環器分野における協業 

 

３．会社概要 

(1)オムロン ヘルスケア株式会社の概要 

①名称 オムロン ヘルスケア株式会社 

②所在地 京都府向日市寺戸町九ノ坪53番地 

③代表者の役職・氏名 代表取締役社長 荻野 勲 



④事業内容 家庭用・医療用健康機器の開発・販売、健康管理ソフトウェアの開発・販

売、健康増進サービス事業の展開など 

⑤資本金 50億円 

⑥設立年月日 2003年7月1日 

⑦連結従業員数 4,964人（国内892人 / 海外4,072人 ：2016年3月末現在） 

 

(2)オムロン コーリン株式会社の概要 

①名称 オムロン コーリン株式会社 

②所在地 東京都文京区小石川一丁目12番14号 日本生命小石川ビル  

③代表者の役職・氏名 代表取締役社長 小林 洋 

④事業内容 医療機器・医療システムの企画・開発・販売および診療支援サービス事業

展開 

⑤資本金 3億円 

⑥設立年月日 2000年5月17日 

⑦連結従業員数 253名（2016年3月末現在） 

 

なお、独占禁止法に基づく届出にかかる公正取引委員会の企業結合審査の結果により、上記記載内容に変更が

生じる場合がございますのであらかじめご了承願います。 

以 上 


